
は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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◯
新
幹
線
函
館
駅
乗
り
入
れ
検
討
調
査
費
増

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
ど
う
市
民
や
関
係

機
関
の
理
解
を
得
て
い
く
の
か
と
い
う
大
き

な
課
題
解
消
の
た
め
、
市
民
説
明
会
を
開
く

こ
と
は
賛
成
で
あ
る
。

　

市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
、
関
係
機
関
と
の

協
議
に
関
わ
る
経
費
は
、
今
後
新
幹
線
の
函

館
駅
乗
り
入
れ
を
市
が
判
断
す
る
う
え
で
適

切
な
経
費
で
あ
る
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○�

「
函
館
×
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
特
別
イ
ベ
ン

ト
開
催
負
担
金
増

　

・
事
業
の
経
過
・
経
緯

　

・
増
額
分
の
使
途

議
案
第
２
号　

令
和
６
年
度
函
館
市
交
通
事

業
会
計
補
正
予
算

○
安
全
地
帯
改
良
工
事
費
増

　

・
事
業
の
目
的

　

・
安
全
地
帯
の
設
置
箇
所

主
な
理
事
者
の
説
明

○�

「
函
館
×
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
特
別
イ
ベ
ン

ト
開
催
負
担
金
増

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙
を
兼
ね
た
「
函

館
ま
ち
巡
り
マ
ッ
プ
」
は
、
９
月
末
ま
で
の

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
必
要
部
数
を
、
当
初

15
万
部
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
想
定
を
大
き

く
上
回
る
ペ
ー
ス
で
配
布
が
進
ん
で
い
る
こ

と
や
、
今
後
の
海
外
で
の
映
画
公
開
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
な
ど
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
20
万
部
の
増
刷
が
必
要
と
判
断

し
た
。

○
安
全
地
帯
改
良
工
事
費
増

　

１
日
当
た
り
の
利
用
者
数
が
、
末
広
町
か

ら
函
館
ど
っ
く
前
方
面
は
5.4
人
、
末
広
町
か

ら
函
館
駅
前
方
面
は
221
人
と
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
や
、
片
側
の
上
屋
設
置
に
１
千
300
万

円
ほ
ど
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
費
用
対
効

果
と
利
用
実
態
を
考
え
片
側
の
み
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

委
員
間
の
協
議

○�

「
函
館
×
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
特
別
イ
ベ
ン

ト
開
催
負
担
金
増

　

多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
が
お
と
ず
れ
て
い
る

の
は
大
変
あ
り
が
た
い
の
で
、
こ
の
効
果
を

地
域
の
経
済
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
安
全
地
帯
改
良
工
事
費
増

　

今
回
、
片
側
の
停
留
場
に
の
み
上
屋
を
設

置
す
る
の
は
利
用
者
数
の
差
な
ど
に
よ
る
も

の
と
理
解
し
た
が
、
今
後
、
往
復
ど
ち
ら
の

停
留
場
に
も
上
屋
を
設
置
し
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
介
護
人
材
等
地
域
定
着
対
策
事
業
費
増

　

・
支
援
対
象
を
拡
大
す
る
に
至
っ
た
経
過

議
案
第
３
号　

函
館
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

・
改
正
の
経
過

　

・
改
正
に
お
け
る
変
更
点

主
な
理
事
者
の
説
明

○
介
護
人
材
等
地
域
定
着
対
策
事
業
費
増

　

介
護
事
業
所
に
お
い
て
介
護
職
と
し
て
就

労
し
て
い
る
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援 

す
る
こ
と
で
離
職
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
が
、
今
年
度
新
た
に
創
設

し
た
地
域
定
着
奨
励
金
制
度
に
お
い
て
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
つ
い
て
も
対

象
事
業
所
と
し
た
こ
と
か
ら
、
本
事
業
に
つ

い
て
も
同
制
度
と
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
が

よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
、
対
象
に
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
加
え
た
。

函
館
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

こ
ど
も
基
本
法
の
規
定
に
よ
り
、
こ
ど
も

計
画
の
作
成
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
計
画
策
定
の
た
め
現
行
の
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
活
用
で
き
る
よ
う
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
新
た
に
若
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す

る
事
項
を
加
え
る
こ
と
か
ら
、
同
会
議
に
お

い
て
計
画
の
作
成
・
変
更
等
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
調
査
審
議
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

委
員
間
の
協
議

○
介
護
人
材
等
地
域
定
着
対
策
事
業
費
増

　

介
護
人
材
の
不
足
は
従
来
か
ら
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
に
も
対
象
を
広
げ
る
こ
と
は
必
要
と

思
わ
れ
る
。
資
格
を
取
得
す
る
人
が
増
え
れ

ば
、
人
材
の
定
着
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る

の
で
良
し
と
し
た
い
。

函
館
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

こ
ど
も
基
本
法
の
規
定
に
従
っ
て
の
改
正

で
あ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て

は
、
新
た
に
若
者
の
声
も
聞
い
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
補
完
が
図
ら
れ
る
の
で
良
し
と

し
た
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

経
済
建
設
分
科
会
議
案
３
件
を
審
査

民
生
分
科
会

議
案
４
件
を
審
査
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一
般
質
問

一
般
質
問

今
定
例
会
で
は
、
15
人
が
一
般

質
問
を
行
い
、
そ
の
主
な
も
の
を
、

要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
市
議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ま

た
は
８
月
下
旬
ま
で
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
予
定
の
会
議
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
と
函
館
国
際

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
の
関
係
は
。

本
市
で
は
観
光
施
策
推
進
に
あ
た
り
、

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
設
立
も
一
つ
の
手

段
と
捉
え
て
い
る
が
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
内
部
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
体
制
を
協
議
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

新
市
政
ク
ラ
ブ　

金か
な
ざ
わ澤　

浩ひ
ろ
ゆ
き幸

質 

問
答 

弁
市
長
の
思
い
を
改
め
て
伺
い
た
い
。

函
館
駅
乗
り
入
れ
が
大
き
な
起
爆
剤

と
な
り
、
人
の
定
住
や
交
流
人
口
の
拡
大
へ

と
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
、
道
南
の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

北
海
道
新
幹
線
の
函
館
駅
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト　

野の
ざ
わ沢　

友と
も
ゆ
き志

答 

弁
質 

問
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め

る
研
修
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

各
学
校
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
な
専

門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
・
増
員
等
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
を
重
ね
、
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

「
チ
ー
ム
学
校
」
の
推
進
に
つ
い
て

公
明
党　

松ま
つ
み
や宮　

健け
ん
じ治

質 

問
答 

弁


